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目次（概要）

本資料は普段スペアナを使用されないエンジニアの皆さんが、
伝導性ノイズの測定を行う場合の操作資料となります。

SIGLENT社製スペアナ SVA1000X（SSA3000X-Plus, SSA3000X-R）
での操作ガイドとなっています。

1. SSA1000Xスペクトラム・アナライザ／VNA紹介

2. 伝導性ノイズ、LISNについて

3. ノイズ測定の操作手順

ースペアナモードによる操作手順

ーEMIモードによる操作手順

4. 参考情報

・ スペアナの使用が初めての場合、
『初めてのスペアナによるEMIノイズ対策 操作手順書』
を先のお読みください。ダウンロード
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1．SVA1000X シリーズ スペアナ・VNA

SVA1000X シリーズ （価格29万円～）
スペクトル＆ベクトル・ネットワーク・アナライザ
・周波数レンジ：9kHz to 1.5/3.2/7.5GHz
・VNA標準装備：S11,S21同時測定（100ｋHz～）
・オプション：EMI, AMK(ACPR/OBW/TOIなど),変調解析など
紹介動画：https://www.youtube.com/watch?v=XYLyDaKwpsk

SVA1000X 詳細web
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https://www.youtube.com/watch?v=XYLyDaKwpsk
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SVA1000X EMI測定モード（SSA3000Xも同様）
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オプション EMI測定モード詳細
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オプション EMI測定モード詳細

CISPR Band B ノイズフロア例
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オプション EMI測定モード詳細 Scan Config

CISPR Band     Dwell Time      QP/Avg/Peak
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SVA1000XでのVNA測定(仕様）
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EMC試験に使われる機器、ノイズ対策部品などフィルタ、アンプ、ケーブル、コネク
タ、変換アダプタなどの測定に使用可能なベクトル・ネットワーク・アナライザです。
伝送反射テストセットを内蔵し、S11/S21の同時測定を可能としています。
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SVA1000XでのVNA測定(S11,S21同時例）
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S11/S21同時測定。振幅/位相、4トレース同時測定表示機能、S11ではZ変
換機能を有します。また校正基準面を移動するAutoPortExtension機能も
搭載です。校正後に変換アダプタ、フィクスチャ等を使用する際に有効です。



SVA1000X スペアナ・VNA 価格表

EMIオプション等はキャンペーンで無償になることもございます。

2026/9/1

型名 仕様 定価

SVA1015X

スペクトラム・アナライザ：9kHz ～ 1.5GHz, プリアンプ内蔵

ベクトル・ネットワーク・アナライザ：100kHz ～ 1.5GHz,  2ポート,

S11,S21同時測定

¥290,000

SVA1032X

スペクトラム・アナライザ：9kHz ～ 3.2GHz,  プリアンプ内蔵

ベクトル・ネットワーク・アナライザ：100kHz ～ 3.2GHz,  2ポート,

S11,S21同時測定

¥660,000

SVA1075X

スペクトラム・アナライザ：9kHz ～ 7.5GHz,  プリアンプ内蔵

ベクトル・ネットワーク・アナライザ：100kHz ～ 7.5GHz,  2ポート,

S11,S21同時測定

¥1,570,000

オプション

SVA1000X-AMK
拡張測定キット（隣接チャンネル電力比, チャンネル・パワー, 占有帯

域幅, 高調波, TOIなど）（ソフトウェア）
¥88,000

SVA1000X-EMI EMI測定キット（EMIフィルタ, 準尖頭値検波器, EMI測定モード） ¥95,000

SVA1000X-DTF DTF（Distance To Fault）測定機能 ¥61,000

SVA1000X-DMA デジタル変調（ASK, FSK, MSK, PSK, QAM）解析機能 ¥110,000

SVA1000X-AMA アナログ変調（AM, FM）解析機能 ¥69,000

校正証明書 試験成績書付き3点セット ¥30,000

アクセサリ

SRF5030T 近接界プローブ・キット,  300kHz ～ 3GHz ¥120,000

F503FE メカニカル・キャリブレーション・キット： 4.5GHz,  N-Female ¥91,000

F503ME メカニカル・キャリブレーション・キット： 4.5GHz,  N-Male ¥91,000

F603FE メカニカル・キャリブレーション・キット： 4.5GHz,  3.5mm-Female ¥101,000

F603ME メカニカル・キャリブレーション・キット： 4.5GHz,  3.5mm-Male ¥101,000

■SIGLENT製品価格表（税別）
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SIGLENT スペアナシリーズご紹介

1. SVA1000X シリーズ：スペアナ・VNA
・周波数レンジ：9kHz to 1.5/3.2/7.5GHz
・VNA標準装備：S11,S21同時測定（100ｋHz～）
・EMIモードオプション

2. SSA3000X-Plus シリーズ：スペアナ・TG付き
・周波数レンジ：9kHz to 1.5/3.2/7.5GHz
・TG、プリアンプ標準装備
・EMIモードオプション

3. SSA3000X-R シリーズ：リアルタイムスペアナ・VNA
・周波数レンジ：9kHz to 3.2/5.0/7.5GHz
・VNA標準装備：S11,S21同時測定（100ｋHz～）
・EMIモードオプション

99万円～

24万円～

29万円～
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2. 伝導性ノイズについて （規格、LISN）

本資料ではCISPR 25、車載電子機器から発生する妨害波の
伝導エミッションを例に測定方法を理解します。
• CISPR 25 伝導エミッション
• 定義：CISPR 25では、直流電圧が 60V未満 の場合を低電圧

（LV：Low Voltage）として扱います。

• 測定手法：
➢ 電圧法：擬似電源回路網（LISN）を用いて、電源線に伝導する

ノイズ電圧を測定します。
➢ 電流プローブ法：ハーネスに電流プローブをクランプし、流れるノイズ

電流を測定します。

• 周波数範囲：伝導エミッション（電圧法）は一般に 0.15MHz～
108MHz（または規格による）の範囲で評価されます。

• 参考：CISPR 25の概要 — 車載機器のエミッションの評価
https://www.emc-ohtama.jp/emc/doc/cispr25-explained.pdf
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https://www.emc-ohtama.jp/emc/doc/cispr25-explained.pdf
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電圧法：擬似電源回路網（LISN）

車載用擬似電源回路網（LISN）（DC動作）
• 車載電装品用LISN https://tm-co.co.jp/glossary/cispr-25_lisn/

➢ Schwarzbeck（シュワルツベック）NNBM 8124 シリーズ

➢ ローデ・シュワルツ（Rohde & Schwarz）
ENV216(9kHz-30MHz, 約80万円）

➢ TekBox TBL0510-1 https://emcsupplies.com/collections/lisn

5µH Line Impedance Stabilization Network $289.00

 DC LISN Combo
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https://tm-co.co.jp/glossary/cispr-25_lisn/
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TekBox TBL0510-1 

擬似電源回路網 5uHと50uHのLISN
• 5uH LISN用途: 主に自動車（車載機器：CISPR 25など）
• 50uH LISN用途: 民生用機器の商用電源（AC 100V/200Vなど）の伝導ノイズ試験

（CISPR 16 / FCC / VCCIなど）

➢ TekBox TBL0510-1 https://www.tekbox.com/

5µH Line Impedance Stabilization Network $289.00
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https://www.tekbox.com/product/tbl0510-1-5uh-line-impedance-stabilisation-network-lisn/
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低電圧用LISNのDIY

擬似電源回路網 5uHのLISNを自作
• TekBox TBL0510-1などを参考に製作

• L1 (5µH)：電源側とEUT（被測定器）側の高周波ノイズを遮断（デカップリング）
します【重要】インダクタ（5µH）の自作
✓ 既製品のトロイダルコア（磁性体）付きインダクタは、電流が流れると磁気飽和を起

こし、インダクタンスが低下して正確な測定ができなくなります。そのため、「空芯（エ
アーコア）インダクタ」にする必要があります。

• C1 (1µF)：電源側のインピーダンスを安定化させ、ノイズをバイパスします。
✓ 車載品での電源は基本的にバッテリーですが、電源側からのノイズをカットします。

• C2 (0.1µF)：DC成分をカットし、高周波のEMIノイズだけを測定ポートへ通します。
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伝導性ノイズ測定手順 概要

• スペアナモードでの測定
➢ 周波数範囲の設定
➢ 分解能帯域幅（RBW）の設定
➢ アッテネータの設定（測定結果を見ながら変更する）
➢ 自作のLISN,電流クランプを使用した測定例

• EMIモードでの測定
➢ スキャン設定（CISPR Band 周波数範囲等)

• 分解能帯域幅（RBW）は自動で設定されます
• 検波器（ディテクタ）の設定

➢ アッテネータの設定（測定結果を見ながら変更する）
➢ サーチ リミットライン、ノイズリスト、メーター表示など
➢ 自作のLISN,電流クランプを使用した測定例
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ノイズ測定のセットアップ

スペアナSVA1000X, DIY LISN, EUT

EUT（DC-DC）

自作 LISN

操作説明目的のためグランドプレーンなどは省いています
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スペアナモードによる操作手順-1
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[Preset] ⇒ (Preset)
[Mode] ⇒ (Spectrum Analyzer)

以下
[・・・]はハードキー

(・・・)はソフトキーを指します

SVA1000Xフロントパネル
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スペアナモードによる操作手順-2
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測定周波数の設定
[Frequency] ⇒ (Start Freq) ⇒ 150kHz, (Stop Freq) ⇒ 108MHz

SVA1000Xフロントパネル
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スペアナモードによる操作手順-3
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RBW(分解能帯域幅）の設定
[BW] ⇒ (Filter) ⇒ (EMI) ⇒ (RBW) ⇒ 9kHz

SVA1000Xフロントパネル
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スペアナモードによる操作手順-4
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アッテネータの設定
[Amplitude] ⇒ (Attenuator) ⇒ 0dB

SVA1000Xフロントパネル
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スペアナモードによる操作手順-5
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ノイズフロアの確認 （この時点で電源バッテリーとLISNの接続、LISNとスペアナは接続します）

[Trace] ⇒ (B) ⇒ [Detect] ⇒ (Avg) ⇒ [Trace] ⇒ (Clear Write) ⇒ (View) 
[Trace] ⇒ (A) ⇒ [Detect] ⇒ (P-Pk) ⇒ [Trace] ⇒ (Clear Write)

SVA1000Xフロントパネル
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スペアナモードによる操作手順-6
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EUTを接続し測定実施 （この時点でLISNとEUTを接続、負荷となるLEDも接続）

EUTの伝導性ノイズは10MHz以下で発生していることがわかります。
LISNを金属ケースに入れてシールドしていないため、90MHz付近でFM波を検出しています。

SVA1000Xフロントパネル

{

EUTからのノイズ

FM放送波
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スペアナモードによる操作手順-7
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測定周波数のを変更して再測定
[Frequency] ⇒ (Stop Freq) ⇒ 5MHz
DC-DCコンバータのスイッチング周波数に起因するノイズ成分を観測

SVA1000Xフロントパネル
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スペアナモードによる操作手順-8
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測定周波数のを変更して再測定およびSpectrum Monitor機能紹介
LEDの点滅による「ノイズの増減」を確認する例
[Meas] ⇒ (Spectrogram)

SVA1000Xフロントパネル
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EMIモードによる操作手順-1
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EMIモード（オプション）を使用した測定手順

SVA1000Xフロントパネル
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EMIモードによる操作手順-2
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EMIモード（オプション）を使用した測定 （画面構成）

SVA1000Xフロントパネル領域1#：スペクトラムおよびスキャン設定情報。
領域2#：メーターグラフ、測定値、および関連する設定情報。
領域3#：検索によって特定された「疑わしい信号」を含む信号リスト。
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EMIモードによる操作手順-3
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SVA1000Xフロントパネル

[Preset] ⇒ (Preset)
[Mode] ⇒ (EMI Measurement)
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EMIモードによる操作手順-4
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SVA1000Xフロントパネル

[Mode] ⇒ (EMI Measurement)実行時の画面表示
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EMIモードによる操作手順-5
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SVA1000Xフロントパネル

[Mode] ⇒ (EMI Measurement)ではEMIレシーバと同様に、
スキャン、サーチ、メジャー、リストレポートの順番に実行可能します。
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EMIモードによる操作手順-6
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SVA1000Xフロントパネル

[Mode] ⇒ (EMI Measurement)ではEMIレシーバと同様の設定項目。
スキャン、サーチ、メジャー、リスト、メーターの各設定項目。

１

２

３

４

５

１ ２ ３                     ４                     ５
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EMIモードによる操作手順-7
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SVA1000Xフロントパネル

[Mode] ⇒ (EMI Measurement)はEMIレシーバと同様の設定項目。
測定のシーケンスは測定の進捗に合わせて「スキャン」のみから「スキャン、サーチ、メジャー、
リストレポート」までを連続して実行することが可能です。
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EMIモードによる操作手順-8
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SVA1000Xフロントパネル

[Mode] ⇒ (EMI Measurement) ⇒ (Scan Config)
ここでは、測定周波数範囲(CISPR Band)、RBW、Dwell Timeなどを設定します。
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EMIモードによる操作手順-9
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SVA1000Xフロントパネル

[Meas] ⇒ (Scan Config) ⇒ (CISPR Band) ⇒ (CISPR Band B)
EMIレシーバと同等の周波数Band設定。CISPR Band A, B, C, B&C, Dから選択可能。
Start Freq, Stop Freqは任意に設定することも可能です。
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EMIモードによる操作手順-10
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SVA1000Xフロントパネル

[Meas] ⇒ (Scan Config) ⇒ (CISPR Band) ⇒ (CISPR Band B)
Bandを選択するとEMI RBW(9kHz）は自動で設定されます。[Auto]
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EMIモードによる操作手順-11
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SVA1000Xフロントパネル

EUTに合わせてDwell Timeの設定も可能です。
Dwell Timeについては https://tm-co.co.jp/glossary/emi_dwell-time/ を参照してください。

https://tm-co.co.jp/glossary/emi_dwell-time/
https://tm-co.co.jp/glossary/emi_dwell-time/
https://tm-co.co.jp/glossary/emi_dwell-time/
https://tm-co.co.jp/glossary/emi_dwell-time/
https://tm-co.co.jp/glossary/emi_dwell-time/
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EMIモードによる操作手順-12
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SVA1000Xフロントパネル

Limit Lineの設定
CISPR規格のEN, FCC, GB9254から登録されている規格を選択します。
[Limit] ⇒ (Limit 1 setup) 任意のLimit Lineを作成することも可能です。
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EMIモードによる操作手順-13
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SVA1000Xフロントパネル

Limit Lineの設定
CISPR規格のEN, FCC, GB9254から登録されている規格を選択します。
[Limit] ⇒ (Limit 1 setup) ⇒ (Load Std Lim)
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EMIモードによる操作手順-14
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SVA1000Xフロントパネル

Limit Lineの設定
CISPR規格のEN, FCC, GB9254から登録されている規格を選択します。
下記ではFCC Part15から 「Cond, Class A, Average」のリミットラインを選択します。

任意のLimit Lineを作成することも可能です。
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EMIモードによる操作手順-15
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SVA1000Xフロントパネル

アッテネータの設定
[Amplitude] ⇒ (Attenuator) ⇒ 0dB
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EMIモードによる操作手順-16
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SVA1000Xフロントパネル

A, B, C 3本のトレースごとに検波器を選択可能です。
[Detctor] ⇒ (Peak), (Quasi Peak), (Average)から選択
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EMIモードによる操作手順-17
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SVA1000Xフロントパネル

A, B, C 3本のトレースごとに検波器を選択することが可能です。
[Trace] ⇒ (A) ⇒ [Detctor] ⇒ (Peak)を選択
[Trace] ⇒ (C) ⇒ [Detctor] ⇒ (Average)を選択
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EMIモードによる操作手順-18
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SVA1000Xフロントパネル

伝導性ノイズの測定ではほぼ使用しませんが、内蔵プリアンプをONにした場合の
ノイズフロアを示します。（LISN接続、EUT非接続）
(A) ⇒ [Detctor] ⇒ (Peak)、 (C) ⇒ [Detctor] ⇒ (Average)を選択
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EMIモードによる操作手順-19
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SVA1000Xフロントパネル

LISNを使用しての測定例（EUTはDC-DC、負荷は点滅LED）
(Start)キーを押すだけで、
 「スキャン、サーチ、メジャー、リストレポート」まで実行されます。
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EMIモードによる操作手順-20
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SVA1000Xフロントパネル

高度な設定 EMIレシーバでは一般的ですが、SVA1000Xにおいて
もRBWとステップサイズの比率を変更可能です。
EMIレシーバではRBW/Stepは「２」以上とすることが一般的です。
詳細：https://tm-co.co.jp/expert-blog/emc_rbw_sweep/

RBW/Step=1
Sweep Point

3318 pts

RBW/Step=2
Sweep Point

6635 pts

RBW/Step=3
Sweep Point

9951 pts

https://tm-co.co.jp/expert-blog/emc_rbw_sweep/
https://tm-co.co.jp/expert-blog/emc_rbw_sweep/
https://tm-co.co.jp/expert-blog/emc_rbw_sweep/
https://tm-co.co.jp/expert-blog/emc_rbw_sweep/
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EMIモードによる操作手順-21
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SVA1000Xフロントパネル

高度な設定 RBWとステップサイズの比率を変更。
RBW/Step=3での測定例：低周波帯でスペクトラムの分離が
顕著になります。測定ポイント数も3倍となります。

RBW/Step=3
Sweep Point

9951 pts
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EMIモードによる操作手順-20

47

電流プローブ法：ハーネスに電流プローブをクランプし、流れるノイズ電流を測定します。
伝導性ノイズのもう一つの測定方法のご紹介。
測定手順は同じですが、LISNではなく「クランプ式電流プローブ」を使用します。（下記は一例）

・R&S®EZ-17 電流プローブ
✓ ・Frequency range: 20 Hz to 100 MHz
✓ ・Max. DC current or peak, AC current:300 A (f < 1 kHz)
✓ ・Max. RF current (rms):2 A (f > 1 MHz)/1 A (f > 1 MHz)
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EMIモードによる操作手順-21

48

電流プローブ法：自作クランプ電流プローブ 参考：電子工作の家
https://plaza.rakuten.co.jp/dennsikousaku/diary/201504170000/

自作クランプ電流プローブ: 
✓ 割れ型のフェライトクランプコアを使用し、自作しました。
✓ 巻き線（ピックアップコイル）: フェライトコアに銅線（細い電線や同軸の芯線など）を

10～20回ほど均一に巻き付けます。
✓ 出力端子: 巻き線の両端をBNCコネクタやSMAコネクタに接続し、スペクトラムアナライ

ザに入力します

https://plaza.rakuten.co.jp/dennsikousaku/diary/201504170000/
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EMIモードによる操作手順-22
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SVA1000Xフロントパネル

DC電源のプラス側（赤）にクランプして測定した例
絶対値はLISNで測定したものと多少異なるが周波数分布は同じ
結果が得られた。
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EMIモードによる操作手順-23
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SVA1000Xフロントパネル

DC電源のマイナス側（黒）にクランプして測定した例
絶対値はプラス側での測定とほぼ同じ、LISNで測定したものと多少
異なるが周波数分布は同じ結果が得られた。
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EMIモードによる操作手順-24
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SVA1000Xフロントパネル

DC電源ラインの両方をクランプして測定した例
電流プローブ法ではディファレンシャルモードとコモンモードのノイズの
切り分けが簡便にできる。

コモンモードではノイズはわずかしか
検出されなかった
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EMIモードによる操作手順-番外編
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番外編 放射エミッション
自作「シールデッドループコイル」による「放射エミッション」の測定

出典：NEC 原田高志様
S4 群－2 編－6 章（ver.1/2010.4.8）
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EMIモード 放射エミッション
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SVA1000Xフロントパネル

番外編 放射エミッション
自作「シールデッドループコイル」による放射エミッションの測定例
2.5MHz付近（マーカー10)に放射ノイズのピークがみられた。
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番外編 VNA機能（S11/S21同時測定）
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SVA1000Xフロントパネル

番外編 VNA機能（S11/S21同時測定）
標準装備のVNA機能を使用して、ローパスフィルタの測定例を紹介します。

『初めてのスペアナによるEMIノイズ対策 操作手順書』
にVNA機能を紹介しています。ダウンロード

https://tm-co.co.jp/wp/wp-content/uploads/2026/09/Beginner_EMI_-Noise_meas_guide.pdf
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番外編 VNA機能（S11/S21同時測定）
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SVA1000Xフロントパネル

番外編 VNA機能（S11/S21同時測定）
標準装備のVNA機能を使用して、フィルタの測定例を紹介します。
アンプGain、ケーブル測定、部品インピーダンス測定に便利です。
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番外編 VNA機能（S11/S21同時測定）
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SVA1000Xフロントパネル

番外編 VNA機能（S11/S21同時測定）
S11/S21,振幅/位相、4トレース同時測定表示機能
S11ではZ変換機能も有します。
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まとめ

1. 20万円台の低価格スペアナによる伝導性ノイズ測定を紹介した

2. EMIモード（オプション）ではプリコンプライアンス測定が可能

3. 大手メーカー製LISN、クランプ電流プローブなどは高額なため自作での

LISN、プローブによる測定を紹介した

4. 予算を抑えつつ本格的な測定環境を構築したい現場にSVA1000X

は最適な選択肢です。低価格でありながらEMIレシーバに匹敵する機

能を備えており、現場でのノイズ対策や課題解決に十分なパフォーマン

スを約束します。
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SVA1000X シリーズ VNA機能付き、プリアンプ標準装備 29万円～

SSA3000X-Plus シリーズ TG付き、プリアンプ標準装備 24万円～
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参考情報

1.SVA1000X LANによるリモート制御

2.LISNについて

• ノーマル（ディファレンシャル）モードとコモンモードのノイズ測定

• AC電源での測定時の注意点

3. 参考情報 WEB情報 エンジャー様

4. 参考文献 ノイズ対策の指針

• EMC設計 前野 剛 (著)

• Interference Technology 日本版

5. SIGLENT製品お役立ち情報

• EasySpectrum Software(スペアナ付属ソフト）

• シールド効果を測定する ・ RFの自己干渉低減

58



T&Mコーポレーション

参考情報１ LANによるリモート制御
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SVA1000XはWebサーバー機能をサポートしておりLAN経
由、PCブラウザで制御可能です。（標準機能）

PCのLAN設定例

PCのメモリに画像
が保存されます
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参考情報２ 参考資料 LISN

1. LISNについて
• ノーマル（ディファレンシャル）モードとコモンモードのノイズ測定が重要
• LISNは2個必要（内蔵タイプもあり）

• 切り替えスイッチがあると便利

60

EMC設計 前野 剛 著より
Tek Box DC LISN Combo
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参考情報２ 参考資料 LISN

2. LISNについて AC電源での測定時の注意点
• LISNでブレーカが落ちる
• LISNの内部には、電源ラインのインピーダンスを規定(50Ω)に保ち、

外来ノイズを遮断するために、大容量のラインバイパスコンデンサ  
（Yキャパシタ）がアース（GND）間に挿入されています。この構造
上、数百mA規模の漏洩電流が常時アースへ流れるため、一般的
な感度電流（15mA～30mA程度）の漏電ブレーカは接続した
瞬間に作動してしまいます。

• 対策は「絶縁トランス、ノイズカットトランス」を使用することです。

61

電研精機製ノイズカットトランス
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参考情報3 WEB情報 エンジャー氏

3. T&Mホームページ
エキスパートの知恵袋 > エンジャー

• 「EMC村の民」として有名なエンジャー氏
による書下ろし、技術ノウハウ集

• EMC測定のノウハウ
• EMC対策のノウハウ
• 測定器の操作
• 「検索」により疑問点の解決

62

ご存じない方は画像をクリックしてください

https://tm-co.co.jp/expert-contributor/%e3%82%a8%e3%83%b3%e3%82%b8%e3%83%a3%e3%83%bc/
https://tm-co.co.jp/expert-contributor/%e3%82%a8%e3%83%b3%e3%82%b8%e3%83%a3%e3%83%bc/
https://tm-co.co.jp/expert-contributor/%e3%82%a8%e3%83%b3%e3%82%b8%e3%83%a3%e3%83%bc/
https://tm-co.co.jp/expert-contributor/%e3%82%a8%e3%83%b3%e3%82%b8%e3%83%a3%e3%83%bc/
https://engineer-climb.com/
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参考情報4 参考文献 ノイズ対策の指針

3. EMC設計の参考書
超高周波・パワエレ時代にノイズトラブルを防ぐ
EMC設計 前野 剛 (著)

• 電子機器に必須のEMC設計の実務系参考書
• 設計現場が抱えるトラブルや悩みに詳しい、元

デンソーのEMC担当部長が、基本から応用事
例まで分かりやすく解説

• 事例は全て理論的に解説「なぜそうなるのか」を
理解できる

• 超高周波・パワエレ時代に「解」を提供する
EMC設計の決定版！

• 前野様の集大成、まさに「渾身の実務書」

63

https://amzn.asia/d/02NREmup

https://amzn.asia/d/02NREmup
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参考情報4 Interference Technology 

4. Interference Technology 日本版
ウェブで読む、EMC・ノイズ対策技術情報誌（読者登録にて無料）
https://www.emc-ohtama.jp/itj/

64https://digital.ex-press.jp/Digital_ITJ_2608/

https://www.emc-ohtama.jp/itj/
https://www.emc-ohtama.jp/itj/
https://www.emc-ohtama.jp/itj/
https://digital.ex-press.jp/Digital_ITJ_2608/
https://digital.ex-press.jp/Digital_ITJ_2608/
https://digital.ex-press.jp/Digital_ITJ_2608/
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参考情報5 EasySpectrum (無料ソフト）

EasySpectrumソフトウェア(無料ソフト）
SIGLENT SSA3000用のリモート制御インターフェースを提供し、データ収集、
リモート監視、EMIプリコンプライアンス試験のシーケンス制御を容易にします。

• EMIモード
テストシーケンスの作成、補正テーブル、リミットラインの編集、ピーク検出
制御、最終スキャン結果のレポート機能を提供します。このモードは、プリコ
ンプライアンス試験および電磁干渉試験に役立ちます。

• モニターモード
このモードでは、スペクトル・トレースをリアルタイムで表示できるだけでなく、
開始/終了周波数や分解能帯域幅などの機器の基本設定を制御できま
す。このモードは、送信機のリモート監視、干渉源の現場調査、複数の
データセットの収集に最適です。

65



T&Mコーポレーション

EasySpectrum Software(スペアナ付属ソフト）

• EMIモード 詳細：Getting-easyspectrum-software.pdf

66

https://siglentna.com/operating-tip/getting-started-easyspectrum-software/?pdf=2782
https://siglentna.com/operating-tip/getting-started-easyspectrum-software/?pdf=2782
https://siglentna.com/operating-tip/getting-started-easyspectrum-software/?pdf=2782
https://siglentna.com/operating-tip/getting-started-easyspectrum-software/?pdf=2782
https://siglentna.com/operating-tip/getting-started-easyspectrum-software/?pdf=2782
https://siglentna.com/operating-tip/getting-started-easyspectrum-software/?pdf=2782
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SIGLENT TG付きスペアナによる応用測定-1

シールド効果を測定する
【Interference Technology 日本版】2024年８月号(No.103)にて紹介

https://tm-co.co.jp/siglent-ssa_tg_itj103/
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https://tm-co.co.jp/siglent-ssa_tg_itj103/
https://tm-co.co.jp/siglent-ssa_tg_itj103/
https://tm-co.co.jp/siglent-ssa_tg_itj103/
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SIGLENT TG付きスペアナによる応用測定-2

フェライトを充填した電波吸収体を使ったRFの自己干渉低減
【Interference Technology 日本版】2025年2月号(No.105)にて紹介

https://tm-co.co.jp/siglent-ssa_tg_itj105/
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